
やめよ!
徳山ダム建設中止を求める会通信
No.70(2006. 12. 9
事 務 局  丁EL/FAX 0584‐ 78‐4119
大垣市田町 1-20-1  近藤方

河川行政は河川法改正前に先祖返り !?
誰も祝福しない徳山ダム湛水強行

恵由ダム産以鑑βそ7]屁議する ノ～民の声、自然の声、歴史の声を聴け～
2006年 9月 25日

徳山ダム建設中止を求める会  代表 上田武夫  運営委員一同
9月 25日 早朝から、水資源機構は、徳山ダムの試験湛水開始の工事を始めた。賑々しいセレモニー

も行われないのは、誰からも祝福されることのない「湛水開始」工事だからである…・現に「八徳橋」東

詰には旧徳山村民の「試験湛水反対」の横断幕が掲 げられている。 (以下略))

将来に禍根を残すだけの湛水強行である。

議論では勝っている利水・治水
徳山ダム裁判控訴審は、行政訴訟 。住民訴訟 ともに敗訴であつた。上告 している。住民訴

訟の 「偏し討ちJはいかにもひどく、最高裁で 「差 し戻し」はありうると考える。

私たちの主張の うちの 「新規水需要はない」ということは、 2004年 フルプラン全部変
更において「勝負有った」である。どの利水者も具体的に「○○時点で徳山ダムの水を使 うJ

と示すことは出来なかった。「右肩上がりの需要増が続く」というあり得ないことを前提 とし

て 「超長期的に」としか言えなかったのだ。つまり「徳山ダムの水は要らない」。

治水 (洪水調節)についても、河川管理者は真っ当な反論は出来ていない。 1996年 1

0月 。1997年 2月 に、私たちは 「建設省 との対話Jを もつた (1997年 6月 に設定し
た第 3回を一方的に破棄された)。 ここで私たちが突きつけた疑間に、河川管理者は答えずじ

まい。その後は「係争中Jを理由に答えていない (裁判の書面では「答え」になっていない)。

11月 、非公式に「事実審は終わったのだから教えてよJと 聞きに行った。

(1)水位流量曲線 (H― Q曲線)の「怪」について
ダム審で<S34年 、 S35年 >と <S50年 >の H― Q曲線が示された。前者と後者は大き
く違 う。基本高水は大きく、その洪水に対応する水位はやたらに高くなる、という「怪」である。

①H― Q曲線は、 S40年 くらいを境に大きく変化している。その理由をいろいろ探つてみたが
分からない。以前は精度が低かつた、という考え方もありうる。実際の流量観沢1は難しい。

② (「結論に合わせて一ご都合主義で一データを使 うたぐいでは ?Jと いう問いに)結果として、
「基本高水流量を算出の際には、流量に対して水位が低いものを用い、今、説明するときには、

流量に対して水位が高くなるものを用いている」のは事実。その時点、その時点でのデータを使

<4ページに続く>う、ということであつて、作為的なものではないが・・。
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日
本
最
大
の
ダ
ム
湖
が
２５

日
、
産
声
を
あ
げ
る
。
岐
阜
県

揖
斐
川
町
の
徳
山
ダ
ム
。
本
体

工
事
が
完
成
し
、
水
を
た
め
る

「試
験
漱
ぶ
」が
始
ま
る
。
総
貯

水
容
量
は
６
億
６
千
万
ト
ン
で
浜

名
湖
（静
岡
県
）
の
２
倍
。
０８
年

春
に
運
用
開
始
予
定
だ
。
構
想

か
ら
半
世
紀
た
ち
、
脱
ダ
ム
も

言
わ
れ
る
中
、
３
３
０
０
億
円

以
上
を
投
じ
、
国
土
交
通
省
が

主
導
し
て
建
設
を
進
め
た
。
だ

が
、
今
に
な
っ
て
住
民
対
策
が

再
燃
し
、
水
の
使
い
道
も
め
ど

が
た
た
な
い
な
ど
、
ひ
ず
み
が

次
々
と
噴
き
出
し
て
い
る
。

（守
真
弓
、
伊
藤
智
章
）

朝日新聞 06.09.25

ダ
ム
で
水
没
す
る
国
道
の

代
替
道
路
。
２２
日
に
開
通
し

た
と
た
ん
、
道
路
沿
い
に

「９

・
２５
試
験
湛
水
反
対
」

と
書
か
れ
た
横
断
幕
が
、
旧

村
民
の
手
で
掲
げ
ら
れ
た
。

「所
有
権
の
確
定
な
ど
問

題
が
山
積
み
な
の
に
、
試
験

湛
水
に
踏
み
切
る
と
は
侮
辱

し
て
い
る
」
。
徳
山
区
共
有

財
産
管
理
会
の
長
屋
昭
二
会

長
（６９
）
は
憤
る
。

現
地
の
旧
徳
山
村
の
村
民

約
１
５
０
０
人
は
、
世
帯
あ

た
り
数
千
万
円
規
模
の
移
転

補
償
を
受
け
て
、
全
員
村
を

出
た
。
だ
が
今
も
、土
地
を
巡

る
も
め
ご
と
が
尽
き
な
い
。

ダ
ム
本
体
か
ら
約
１０
計
上

流
の
山
中
。
旧
村
民
の
男
性

（５５
）
は
８
月
末
、
家
を
建
て

る
た
め
、
自
分
の
山
林
を
切

り
開
い
た
。
途
中
の
道
略
が

水
没
し
、
孤
立
す
る
の
は
承

知
の
上
だ
。
「水
資
源
機
構
の

言
う
こ
と
は
コ
ロ
コ
ロ
変
わ

る
。
や
っ
た
も
ん
勝
ち
だ
」

旧
村
民
が
舞
い
戻
り
、
水

没
し
な
い
高
台
に
建
て
た
家

は
約
３０
戸
。
こ
こ
２
、
３
年

で
急
に
増
え
た
。

「都
会
は
空
気
が
き
た
な

い
」

「老
い
て
死
ぬ
な
ら
住

み
慣
れ
た
村
で
」
。
古
里
の

暮
ら
し
を
懐
か
し
ん
で
戻

っ

昨
冬
の
大
雪
で
工
事
が
遅

れ
、
試
験
湛
水
の
開
始
は

も
と
も
と
１０
月
後
半
で
検

討
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
９

て
き
た
人
は
多
い
。

一
方

で
、

「ま
た
立
ち
退
き
補
償

金
を
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
」
と
ゴ
ネ
得
を
口
に
す
る

人
も
い
る
。

事
業
を
進
め
る
水
資
源
機

構
の
前
身
、
水
資
源
開
発
公

団
は
、
用
地
取
得
で
多
く
の

例
外
を
つ
く
っ
て
き
た
。

「等
価
交
奥
」
と
称
し
て

月
中
に
繰
り
上
げ
た
の
は
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
だ
。
現
場
に
無
理

を
強
い
て
も
、
治
水
効
果
を

元
の
土
地
の
１０
倍
近
い
価
値

の
土
地
を
渡
し
た
り
、
原
野

な
の
に

「田
」
と
し
て
一局
値

で
買
い
取
っ
た
り
。

「後
先
を
考
え
ず
金
を
使

っ
て
き
た
。
ず
さ
ん
な
交
渉

の
ツ
ケ
が
回
っ
て
き
た
」
。

機
構
の
職
員
は
ぼ
や
く
。

代
替
道
路
建
設
が
０１
年
に

大
部
分
中
止
さ
れ
た
り
、
山

ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

徳
山
ダ
ム
は
東
海
地
方
の

治
水
、
利
水
、
発
電
を
担
う

林
を
新
た
に
買
収
す
る
こ
と

が
昨
年
１０
月
に
決
ま

っ
た

り
。
混
乱
を
招
く
方
針
転
換

も
相
次
い
だ
。

ダ
ム
湖
で
孤
立
す
る
旧
村

民
の
た
め
、
１２
億
円
か
け
て

電
線
や
電
話
線
を
新
た
に
引

く
。
作
業
船
で
送
り
迎
え
も

す
る
。
す
べ
て
想
定
外
の
追

加
負
担
だ
。
　
　
　
　
．　
．

多
目
的
ダ
ム
だ
。
だ
が
、
過

大
な
需
要
予
測
が
た
た
り
、

治
水
以
外
で
は
当
面
、
使
い

道
は
な
い
。

計
画
上
、
ダ
ム
の
水
の
多

く
は
水
道
水
に
使
う
。
と
こ

ろ
が
取
水
施
設
は

一
つ
も
で

き
て
い
な
い
。
水
需
要
が
な

く
、
施
設
整
備
は
後
回
し
に

さ
れ
た
。

水
利
権
を
持
つ
愛
知
県
と

名
古
屋
市
が
ダ
ム
の
水
を
使

う
に
は
、
長
大
な
送
水
ト
ン

ネ
ル
を
掘
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
８
月
末
に
延
長
４４
∫

の
ル
ー
ト
を
軸
に
検
討
す
る

方
針
が
決
ま

っ
た
ば
か
り

で
、
完
成
に
は
今
後
９
０
０

億
円
と
試
算
さ
れ
る
事
業
費

投
入
が
必
要
に
な
る
。

地
元
の
岐
阜
県
で
も
、
予

定
さ
れ
て
い
た
県
西
部
の
２

市
９
町
で
水
を
使
う
計
画
を

立
て
た
市
町
は
な
い
。

水
力
発
電
も
電
力
需
要
の

伸
び
悩
み
か
ら
、
０４
年
に
発

電
規
模
を
縮
小
し
た
。
発
電

所
の
建
設
計
画
は
中
断
し
た

ま
ま
だ
。

ダ
ム
が
あ
る
揖
斐
川
の
中

流
域
の
住
民
で
、
水
害
被
害

を
問
う
訴
訟
の
原
告
団
長
、

安
保
智
晴
さ
ん
（
６６
）
は
言

う
。

「誰
も
水
が
い
ら
な
い

な
ら
、
い

っ
そ
ダ
ム
を
空
に

し
て
お
い
て
く
れ
る
と
大
雨

の
時
に
安
心
な
ん
だ
が
」

徳
山
ダ
ム
　
岐
阜
県
西
部
を
流
れ

‘
て
伊
勢
湾
に
注
ぐ
揖
斐

川
の
最
上
流
部
に
位
置

す
る
。
ダ
ム
本
体
は
高
さ
１
６
１

厨
、
長
さ
４
２
７
研
。
岩
石
を
積
み

重
ね
る
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
方
式
で
造
ら

れ
た
。
事
業
費
３
３
５
３
億
円
は
国

の
ほ
か
、
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
各
県

と
名
古
屋
市
、
電
力
事
業
者
が
負
担

す
る
。

試
験
湛
水
　
ダ
ム
を
運
用
す
る
前

に
安
全
性
な
ど
を
確
か
め
る
試
験
。

満
水
ま
で
貯
水
し
た
り
、
排
水
し
て

水
位
を
下
げ
た
り
し
な
が
ら
、
漏
水

量
を
計
っ
た
り
、
地
滑
り
が
起
き
な

い
か
確
認
し
た
り
す
る
。
問
題
が
な

け
れ
ば
、
本
格
運
用
に
入
る
。
徳
山

ダ
ム
は
１
年
余
り
で
ほ
ぼ
満
水
に

し
ヽ
０８
年
春
ま
で
試
験
を
予
定
し
て

い
る
。

1面参照
日本最大のダム湖ができる徳山

ダム=21日 、岐阜県揖斐川町
で、本社ヘリから、岩下毅撮影

旧村民戻 り土地絡み紛争

ずさん買収のツケ

水
道
・発
電
に
当
面
使
え
ず

2
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元
村
民
「古
里
消
え
る
」

今
も
残
る
不
満
や
憤
り

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
に
建
設
さ
れ
た
徳
山
ダ
ム
の
試
験
た
ん
水
が
二
十
五
日
、
始
ま

っ
た
。
´
ダ
ム

に
沈
む
村
´
が
い
よ
い
よ
現
実
の
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
最
後
に
古
里
の
姿
を
目
に
焼
き
付
け
て

お
こ
う
と
ダ
ム
を
訪
れ
た
多
く
の
元
村
民
。
ダ
ム
建
設
の
調
査
区
域
指
定
か
ら
半
世
紀
を
経
た
巨
大

事
業
の
節
目
を
万
感
の
思
い
で
迎
え
る
水
資
源
機
構
の
職
員
ら
。
水
を
た
た
え
始
め
た
ダ
ム
を
眺
め

る
人
々
の
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
交
錯
し
た
。

（堀
尚
人
、
岡
本
周
子
、
小
西
里
奈
）

徳
山
ダ
ム
管
理
所
近
く
で

は
、
試
験
た
ん
水
の
様
子
を

見
届
け
よ
う
と
訪
れ
た
元
徳

山
村
民
が

「古
里
の
火
が
消

え
て
い
く
」
と
寂
し
そ
う
な

様
子
で
見
守
っ
た
。

約
二
十
年
前
に
門
入
地
区

か
ら
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
に
移

転
し
た
泉
明
さ
ん
含
こ
は

「ダ
ム
に
た
ま
っ
て
い
く
水

は
村
民

一
人

一
人
の
涙
。
将

1957年 12月 揖斐川上流域 を電源 開
発促進法に基づ く調査

区域に指定

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

来
は
、
（
水
没
し
な
い
）
門

入
に
家
を
建
て
て
も
う

一
度

古
里
に
住
み
た
い
」
と
話
し

た
。
泉
さ
ん
は
水
資
源
機
構

の
試
験
た
ん
水
開
始
の
通
知

手
順
な
ど
に
つ
い
て
不
満
を

募
ら
せ
て
お
り
、
作
業
開
始

後
に
は
同
機
構
職
員
に
詰
め

寄
る
２
向
も
あ

っ
た
が

「ダ

ム
に
反
対
な
わ
け
で
は
な

い
。
村
民
の
気
持
ち
を
尊
重

し
て
ほ
し
い
だ
け
」
と
声
を

詰
ま
ら
せ
た
。

下
開
田
地
区
か
ら
本
巣
郡

北
方
町
に
移
転
し
た
七
十
代

の
女
性
は
、
新
た
に
架
け
ら

れ
た
ダ
ム
湖
を
横
断
す
る
長

さ
約
五
百
済
の
徳
之
山
八
徳

橋
の
辺
り
に
か
つ
て
蒙
が
あ

一̈一̈一一一̈　　　一̈一一　　　　　　　　一一　　　　　　　　書い

71年 4月
76年 9月               )

が事業実施計画を認可

10月  水資源開発公団 (現水
資源機構 )が事業 を継
承

80年 3月 付け替え道路工事に着
手

一般補償基準妥結

徳 J村が藤橋村 に合併
され廃村   、
旧徳 山村 の全 466世帯
と移転契約完了

建設省が土地収用法 に

基づき事業認定

本体工事に着手

ダム上流域 の公有地化

に関する確認書の締結

藤橋村、印 |1町など

1町 5村が合併 し、新
揖斐川町が誕生

11月 本体工事が完了
06年 6月 洪水吐き施設工事完了
9月 22日 付け替え道路完成
25日 試験たん水開始

08年 3月  完成予定

83■
「
11メ弓

87年 4月

89年 3月

9昨 12月

2000年 5月
01年 3月

05全
「
1月

の
作
業
に
あ
た
る
ゲ
ー
ト
を

降
ろ
す
指
示
を
出
し
た
。

「洪
水
に
悩
む
大
垣
市
荒

崎
地
区
や
輪
中
の
人
に
と
っ

て
は
役
に
立
つ
」
と
手
掛
け

た
仕
事
に
誇
り
を
見
せ
る
菊

鶉

躾

袢

製

鋼

複
雑
な
も
の
」
と
手
放
し
で

喜
べ
な

い
胸
中
を
明
か
し

た
。

岐阜新聞 06.09.26

徳山ダム試験たん水

薇
誰酎
喜
び
抑
え
淡
々
と

一

試 験 た ん 水 が 始 ま り、 ダ ム湖 に 水 が た ま る様 子 を 見 守 る 見 学 者
ら

=揖 斐 郡 揖 斐 川 町 、 徳 山 ダ ム
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③ ある意味では、H― Q曲線も『適切と考えるところで決める』しかない部分も大きい。これ
を恣意的とか意図的とか言われると、『それは違う』と言いたいが一。

(2)基本高水流量の決定について
① 決定していく過程で、"選択"せざるを得ないものは多々あり、その"選択"に よつて (基本
高水流量の)数値が異なつてくるだろうことは事実だ。ただ、行政としては、いつたん出した数

値は唯一解として扱っていくしかない。

② (これから策定する木曽川水系河川整備基本方針関して)ま だ原案となっていないが、基本高

水流量は、工実のものをそのまま踏襲することになる。膨大なデータを丹念にチェックしてきて、

許容の範囲内に収まることを確認した。工実以来、河川改修を積み重ねてきた経過もあり、行政

の継続性という意味からも、よほど数値を変えねばならない事情がなければ変えない。

////////////////////////////////////////

簡単に言えば 「まるまるこちらの言い分通 り」である (ダムを正当化するための作為では

ない、というだけが向こうの言い分)。

分厚い壁に風穴をようやく一つ

9月 15日 、「環境省は『生物多様性条約』批准国日本の担当省庁として貢務を果たして下

さい」という要望書を中部地方環境事務所に提出した。「環境アセス法適用以前の個別事業」

については、環境アセス法制定時の取引に拘束され、「事業者を信頼している。口出ししない」

と殻にこもる弱小官庁の尻押しみたいなものである。 2000年 の 2つの質問主意書 。答弁
書を突きつけて (国交省側にも)、 ようやく、 11月 21日 に、徳山ダム集水域のワシタカ類

調査報告書が国交省河川環境課から環境省野生生物課に渡されるところまでこぎつけた。

日本の環境行政のお粗末さ、官庁間の壁の厚さを痛感させられる。とにもかくにも「環境

省が個別事業・個別問題の資料を請求し、必要な助言を行う」ことを確認させただけでも一

歩前進なのである (「官庁の常識」でいうと「大きな問題」なのだそうだ)。

河川行政の「先祖返り」00・ これでは治水事業は一歩も進まない
前号 。前々号でも伝えた通り、河川局は、河川法改正の「目玉」である「住民参加」を真

っ向から否定する暴挙を全国で展開している。

11月 22日 、①淀川水系流域委員会を「休止Jと いう形で事実上潰す (後で似ても似つ

かぬものを「再開Jする)こ とを委員会の場で表明し、②利根川水系でも河川管理者が全て

を仕切る形で河川整備計画を策定することを記者発表した (12月 4日 に開かれた 「利根川
・江戸川有識者会議Jで河り|1管理者が決めた委員からさえ批判続出であつたという)。

整備計画策定から流域住民を締め出し、説明責任さえ果たさないようなやり方では、どん

な種類の「治水J事業も進むはずがない。河り|1管理者自身がよく知つていることである。

今一度、河川法改正の原点に戻るべきである。

「やめよ !徳山ダム」 徳山ダム建設中止を求める会 代表 :上田武夫
編集責任 :近藤ゆり子  事務局 〒 503¨ 0875 大垣市田町 1-20-1
TEL/FAX 0584-78-4 1 1 9 Email:tokuyama― dam@cside.com
URL:http://tokuyama―dam.csidc.com/

郵便振替 :00800-7-31632   年会費  2000円
-4-



周阜嗅 昴庁

元村民たまる不満

自 然 環 境 や 希 少 動 植 物 の 保 護 な ど を 目的 に 進 め ら れ
イヒ事 業 。 地 権 者 と 行 政 の 主 張 は 平 行 線 を た ど っ て ぃ
斐 り 町 、 徳 山 ダ ム

■
■
上

■
日

西
濃
地
域
を
流
れ
る
揖
斐
川
最
上
流
部
を
せ
き
止
め
、
徳
山
ダ
ム

（揖
斐
郡
揖
斐
川
町
）
が
二
十
五
日
、
水
を

た
た
え
始
め
た
。
総
貯
水
量
は
国
内
最
大
の
六
億
六
千
万

ント
で
浜
名
湖

（静
岡
県
）
の
約
二
倍
に
相
当
す
る
。
電

源
開
発
を
目
的
に
建
設
構
想
が
表
面
化
し
た
ダ
ム
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
治
水
と
利
水
を
使
命
に
加

え
、
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
建
設
。
建
設
地
と
な
っ
た
旧
徳
山
村
は
廃
村
と
な
り
、
村
民
は
集
団
移
転
し
た
。
巨
大

ダ
ム
の
威
力
が
期
待
さ
れ
る

一
方
で
、
た
め
た
水
を
活
用
す
る
導
水
事
業
と
発
電
事
業
の
実
施
は
先
送
り
。
環
境

保
全
を
目
指
す
山
林
の
公
有
地
化
事
業
も
進
行
中
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
一
の
巨
大
ダ
ム
は
多
く
の
課
題
を
抱
え

た
ま
ま
、
完
成
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（瀬
見
丼
芳
信
）

水
資
源
機
構
に
対
話
訴
え

徳
山
ダ
ム
の
集
水
域
に
は

杉
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
や
雑

本
林
が
広
が
る
。
元
村
民
が

手
を
加
え
て
き
た
山
林
で
、

多
く
の
生
き
物
が
お
り
、
山

06 09 26

6彊0000万トンの

水
害
不
安
ぬ
ぐ
え
ず

「
一
年
半
か
け
て
、
あ
の
木

が
伐
採
さ
れ
た
あ
た
り
ま
で
水

を
た
め
て
い
き
ま
す
」

試
験
た
ん
水
直
前
。
週
末
に

徳
山
ダ
ム
の
湖
底
を
見
学
に
訪

れ
た
人
た
ち
の
目
が
、
山
腹
に

く
っ
き
り
と
浮
き
出
た
標
高
四

〇

一
済
の
水
没
線
に
注
が
れ

た
。
湖
底
か
ら
約
百
四
十
研
上

の
見
上
げ
る
ほ
ど
の
高
さ
に
、

思
わ
ず
周
囲
か
ら
た
め
息
が
漏

れ
る
。

説
明
に
あ
た
る
職
員
は
さ
ら

に
続
け
た
。
「
繰
り
返
さ
れ
る

洪
水
被
害
か
ら
、　
一
刻
も
早
く

造
っ
て
は
し
い
と
い
う
願
い
が

徳
山
ダ
ム
に
は
込
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
」

雀
ハ
こ
、
Ｆ
市
Ｄ
雪
奎
也
或

川
敏
大
垣
市
長
は

「治
水
対
策

は
流
域
四
十
七
万
人
が
熱
望
し

■
■
中

■
■

て
い
る
。
徳
山
ダ
ム
の
完
成
に

よ
り
治
水
安
全
度
は
大
き
く
向

上
す
る
」
と
巨
大
ダ
ム
の
も
た

ら
す
効
果
に
期
待
を
寄
せ
る
。

徳
山
ダ
ム
は
、
水
需
要
想
定

を
下
方
修
正
し
た
二
〇
〇
四

（平
成
十
六
）
年
六
月
の
本
曽

川
水
系
水
資
源
開
発
基
本
計
画

（
フ
ル
プ
ラ
ン
）
に
よ
り
、
洪

水
調
整
計
画
を
見
直
し
、
治
水

ダ
ム
と
し
て
の
色
合
い
を
強
め

た
。
本
格
稼
働
す
る
と
、
横
山

ダ
ム
と
合
わ
せ
て
揖
斐
川
の
洪

水
時
の
水
位
を
現
在
よ
り
二
研

（大
垣
市
万
石
地
点
）
下
げ
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う
。

同
建
設
所
の
村
尾
浩
太
副
所

長
Ｃ
ａ
は

「堤
防
整
備
な
ど
の

対
策
と
異
な
り
、
ダ
ム
は
下
流

し
か
し
、
徳
山
ダ
ム
の
事
業

認
定
の
取
り
消
し
を
求
め
た
訴

訟
＝
最
高
裁
に
上
告
中
＝
で
原

告
弁
護
団
長
を
務
め
る
在
間
正

史
弁
護
士
ｅ
ａ
は

「揖
斐
川
最

上
流
部
の
降
雨
に
は
効
果
が
あ

る
だ
ろ
う
が
、
支
流
で
山
筋
を

隔
て
た
根
尾
川
の
降
雨
に
は
何

ら
意
味
を
持
た
な
い
」
と
手
厳

し
い
。

実
際
、
根
尾
川
型
の
洪
水
に

水
の
使
い
道
は
未
定

徳
山
ダ
ム
の
水
は

一
体
ど
こ

で
使
わ
れ
る
の
か
。水
道
用
水
、

工
業
用
水
と
も
に
需
要
が
伸
び

悩
む
中
、
ダ
ム
の
建
設
目
的
の

一
つ
で
あ
る
利
水
事
業
を
め
ぐ

っ
て
は
、
常
に
疑
間
が
つ
き
ま

と
う
。
名
古
屋
市
な
ど
へ
は
、

揖
斐
川
か
ら
木
曽
川
へ
と
導
水

路
が
建
設
さ
れ
る
計
画
だ
が
、

す
で
に
開
発
済
み
の
長
良
川
河

口
堰

（
ぜ
き
）
＝
二
重
県
桑
名

市
＝
の
水
す
ら
も
使
わ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
。
さ
ら
に
ダ
ム

の
お
ひ
ざ
元
の
揖
斐
川
流
域
で

は
、
ダ
ム
に
水
が
た
ま
り
始
め

た
今
も
、
使
い
道
が
決
ま
っ
て

い
な
い
。

徳
山
ダ
ム
の
水
利
権
の
う

ち
、
岐
阜
県
は
水
道
用
水
毎
秒

一
・
ニ

ント
、
工
業
用
水
同

一
・

四

ント
を
確
保
し
て
お
り
、
負
担

分
七
百
十
二
億
円
の
う
ち
、
利

水
負
担
分
が

二
百
七
十
五
億

円
。
水
道
、
工
業
用
水
と
も
に
、

西
濃
地
域
を

中
心
と
し
た
揖

■
■

下

■
■

斐
川
流
域
で
使
わ
れ
る
計
画

だ
。揖

斐
川
流
域
最
大
の
都
市

・

大
垣
市
は

「水
の
都
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
地
下
水
に
意
ま
れ
た

地
域
。
現
在
は
同
市
内
の
水
道

水
源
は
地
下
水
。
水
を
く
み
上

げ
、
滅
菌
処
理
を
し
た
上
で
各

戸
に
配
水
し
て
い
る
。
「
昭
和

二
十
年
代
か
ら

ず

っ
と
地
下

水
を
水
源
と
し
て
い
る
」
と
同

市
水
道
課
。
同
市
だ
け
で
は
な

く
、
西
濃
地
域
の
自
治
体
の
ほ

と
ん
ど
が
地
下
水
を
使
っ
て
い

る
。こ

の
現
状
か
ら
徳
山
ダ
ム
に

水
源
を
切
り
替
え
る
と
な
れ

は
、
新
た
に
取
水

・
浄
水
施
設

な
ど
の
整
備
が
必
要
と
な
る

が
、
具
体
的
な
計
画
を
猫
く
自

治
体
は
な
い
。

大
垣
市
な
ど
揖
斐
川
流
域
四

こ
も
財
政
的
に
厳
し
い
。
事
業

主
が
県
な
の
か
各
市
町
な
の
か

市
九
町
で
つ
く
る

「揖
斐
川
流

も
決
ま
っ
て
い
な
い
状
態
で
、

域
住
民
の
生
命
と
生
活
を
守
る

や
る
と
言
い
出
す
自
治
体
が
あ

分
類
さ
れ
る
〇
二
年
七
月
の
荒

崎
水
害
時
に
は
、
合
流
後
の
同

市
万
石
の
観
測
点
で
９

・
１２
豪

雨

（七
六
年
）
、
東
海
豪
雨

全
一

〇
〇
〇
年
）
を
上
回
る

一
二
・

三
六
済
の
水
位
を
記
録
。
大
垣

市
荒
崎
地
区
は
大
谷
川
の
洗
堰

（あ
ら
い
ぜ
き
）
か
ら
の
越
流

な
ど
に
よ
り
、
計
四
百
八
十
二

戸
が
浸
水
被
害
に
通
っ
た
。

大
雨
の
た
び
出
動
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
地
元
消
防
団
荒
崎
分

団
の
吉
村
義
弘
分
団
長
ｅ
と
は

言
う
。
「
徳
山
ダ
ム
に
期
待
は

し
て
い
る
が
、
安
心
は
し
て
い

な
い
」
常
に
水
と
戦
い
続
け
て
き
た

西
濃
地
域
の
住
民
の
不
安
を
払

拭

（ぶ
っ
し
ょ
く
）
し
、
三
千

億
円
を
超
え
る
巨
費
に
見
合
っ

た
治
水
効
果
が
発
揮
で
き
る
の

か
。〈７後
の
検
証
が
待
た
れ
る
。

2006年 (平成18年)9月 27日  本曜日20o6年 (平成18年 )9月 28日  本曜日

業層沓言変ξtt■≦望」杢導■り
沓
源 切 り替 ぇ の 計 画 は 具 体 化 して ぃ な い =大 三 市 興 福 地 町

（堀
尚
人
）

試
験
た
ん
水
を
前
に
開
か
れ
た

ダ
ム
見
学
会
で
水
資
源
機
構
の

職
員
の
説
明
に
聞
き
入
る
参
加

下
や
地
下
水
汚
染
の
リ
ス
ク
な

ど
の
面
か
ら
不
安
が
あ
る
と
、

各
市
町
に
理
解
を
求
め
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

水
資
源
機
構
へ
の
利
水
負
担
分

の
償
還
が
始
ま
る
二
〇
〇
八

（平
成
二
十
）
年
度
ま
で
に
事

業
主
体
が
決
ま
ら
な
け
れ
は
、

県

一
般
会
計
か
ら
暫
定
的
に
支

払
う
こ
と
に
な
る
。

徳
山
ダ
ム
に
反
対
す
る
訴
訟

の
原
告
弁
護
団
長
を
務
め
る
在

間
正
史
さ
ん
Ｔ
も
は

「水
需
要

が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
。
行
政

は
ダ
ム
建
設
そ
の
も
の
を
目
的

に
し
て
突
っ
走
っ
て
き
た
」
と

批
判
す
る
。

県
民
は
二
百
七
十
五
億
円
も

の
利
水
負
担
金
を
、
金
利
を
含

め
て
数
十
年
間
に
わ
た
っ
て
払

い
続
け
る
。
水
は

一
体
ど
う
使

わ
れ
る
の
か
、
行
政
に
課
せ
ら

れ
た
説
明
責
任
は
重
い
。

（岡
本
周
子
）
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河
川
整
備
の
上
で
、
最
も
重

要
な
こ
と
を

一
つ
挙
げ
ろ
と
言

わ
れ
れ
ば
、
洪
水
被
害
を
防
ぐ

こ
と
だ
と
思
う
。
洪
水
対
策
と

し
て
ダ
ム
を
つ
く

っ
た
と
こ
ろ

で
、
集
水
域
以
外
に
雨
が
降
れ

ば
効
果
は
小
さ
い
。
特
に
徳
山

ダ
ム

（揖
斐
郡
揖
斐
川
町
）
の

よ
う
に
揖
斐
川
の
最
上
流
部
に

で
き
た
と
こ
ろ
で
、
洪
水
を
す

べ
て
調
節
で
き
る
か
の
よ
う
に

言
わ
れ
る
の
は
間
違
い
だ
と
多

く
の
人
に
知

っ
て
は
し
い
と
活

動
し
て
き
た
。
そ
れ
は
ダ
ム
の

た
め
に
す
で
に
移
転
し
た
住
民

の
こ
と
を
考
え
た
上
で
な
お
、

つ
く
る
べ
き
で
な
い
と
思
っ
た

か
ら
だ
。

そ
も
そ
も
河
道
に
洪
水
を
押

し
込
め
、
堤
防
の
外
に
水
を
出

さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
不
可
能

だ
。
い
く
ら
ダ
ム
を
つ
く

っ
て

も
堤
防
強
化
し
て
も
、
洪
水
は

必
ず
起
こ
る
。
国
も
最
近
は
「あ

ふ
れ
る
」
こ
と
を
前
提
に
し
た

施
策
を
打
ち
出
す
よ
う
に
な

っ

輪
中
堤
の
築
堤
を
検
討
す
る
こ

と
も
重
要
。
さ
ら
に
極
瑞
な
言

い
方
を
す
れ
は

「洪
水
を
シ
ェ

ア
す
る

」
と
い
う
こ
と
か
も

し
れ
な
い

。
と
て
も
難
し
い

こ
と
は
分
か

っ
て
い
る
が
、
具

体
的
に
は
足
首
く
ら
い
ま
で
の

床
下
浸
水
な
ら

一
定
程
度
塁
容

し
て
も
ら
う
と
か
、
住
宅
を
高

論
あ
り
き
」
に
な
る
。

＋會

は

逮
懲

こ

暮

ら
す
住
已

が
安
全
だ
と
思
え
る
た
め
に
章

見
反
映
さ
れ
る
の
が

一
番
い

い
。
洪
水
か
ら
生
命
財
産
を
守

る
と
い
う
こ
と
は
、
洪
水
は
必

ず
起
こ
る
と
い
う
理
解
を
含
め

て

、
広
く

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
る
作
業
が
必
要
だ
。
こ
れ
は

ど
ん
な
メ
ン
パ
ー
で
委
員
会
を

つ
く

っ
た
と
こ
ろ
で
、
委
員
会

だ
け
で
で
き
る
作
業

で
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
二
十
年
も
二
十

年
も
か
け
て
住
民
の
理
解
を
深

め

て
い
か
な
け
れ
ば
で
き
な

い
。何

を
ど
う
議
論
し
て
も
最
終

的
に
方
針
を
決
め
る
の
は
河
川

管
理
者
。
正
し
い
議
論
を
す
れ

ば
必
ず
通
る
な
ん
て
甘
い
こ
と

を
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
何
を
言

っ
て
も
意
味
が
な
い
と
は
思

っ

て
い
な
い
。
議
論
を
で
き
る
場

が
あ
っ
て
効
果
的
な
こ
と
な
ら

真
面
目
に
か
か
わ

っ
て
い
き
た

い
。
国
に
と

っ
て
も
、
「
あ
ふ

れ
さ
せ
る
」
治
水
を
進
め
る
な

一
九
九
七

（
平
成
九
）
年
に

改
正
さ
れ
た
河
川
法
の
ポ
イ
ン

ト
は

「環
境
保
全
」
と

「
住
民

対
話
」
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
に

あ
る
。
法
改
正
作
業
に
か
か
わ

っ
た
者
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

河
川
整
備
に
住
民
の
意
見
を
反

一
映
さ
せ
る
か
を
本
気
で
考
え
な

が
ら
仕
事
を
し
て
き
た
。

河
川
法

ｇ̈
上
の
き

っ
か
け
と

な

っ
た
の
は
長
良
川
河
口
堰

徳
山
をこ旧小学校 水没始まる た

。
そ
こ
で
大
切
に
な

っ
て
く

日
「

る
の
は
、
住
宅
地
域

へ
の
浸
水

被
害
を
防
止

・
軽
減
す
る
と
い

う
こ
と
だ
。
洪
水
常
襲
地
域
で

は
事
情
に
合
わ
せ
て
二線
堤
や
Ｌ

近藤ゆり子さん(´f)

宮本博司さん(尋計)

と
期
待
し
て
い
る
。

山
の
木
々
が
雪
化
粧
す
る

中
、
水
没
し
始
め
た
旧
徳

山
小
学
校
＝
４
日
午
後
２

時
３９
分
、
岐
阜
県
揖
斐
川

町
で

（道
家
正
幸
撮
影
）

（
ぜ
き
）
建
設
反
対
運
動
だ
ろ

う
。
河
口
堰
完
成
闊
返
の
九
四

＾
）
年
に
は
私
は
長
良
川
河
口
堰
建

ｍ
一
設
所
長
。
政
し
い
反
対
運
動
を

‐２

目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
河

６
．
川
行
政
に
対
す
０
」の
不
壕

０
・
は
一体
運
ろ
２ヽ
，

っ
と
考

え
て
い
た
。
国
に
対
し
、
国
民

が
こ
れ
以
上
勝
手
に
や
る
な
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
突
き
つ
け

た
の
だ
と
思
っ
た
。
今
ま
で
の

や
り
方
で
は
い
か
ん
な
と
肌
で

感
じ
た
経
験
だ
っ
た
。

九
九
年
に
は
淀
川
工
事
事
務

所
長
と
な
り
、
淀
川
水
系
流
域

中
日
新
聞
　
０６

‐２
０５

い
る
。
個
別
に
考
え
て
、
副
作

意
見
反
映
、知
恵
を
絞
る

期

の　
　
　
　
　
う
靡
魏
蒻
計
鍵
ぶ
羅
詰
講
雰
編
辮
　
　
　
　
縣雅
″
勢
言識
鋼
中騰
購

と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

発
点
を
で
き
る
だ
け
共
有
し
て

い
か
と
考
え
た
。
も
ち
ろ
ん
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
提
言

□
堰
の
二
の
舞
い
に
な
る
一
そ

思
い
が
行
政
や
住
民
で
そ
れ
ぞ

か
ら
だ
と
思
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

と
し
て
も

「こ
の
提
防
が
危
な

の
み
が
注
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
　
う
な
ら
な
い
た
め
に
ど
う
す
る

れ
違
う
の
は
当
然
で
、
出
発
点

の
立
場
か
ら
川
に
つ
い
て
知

っ

い
か
ら
優
先
的
に
対
処
し
た

個
人
的
に
は

一
般
論
と
し
て
ダ

の
か
、
そ
れ
は
各
水
系
の
河
川ゴ

ダム建設推進

国再び強硬に

仮排水 トンネル着工

徳山ダム建設事業審議委員

会設置

審議委員会が早期完成の結

論

反対派住民 らが徳山ダム事

業認定取 り消しなどを求め

提訴

ダム本体工事に着工

徳山ダムをめぐる 3件の訴
訟で一審判決。住民側敗訴

960億 円の事業費増額 に 3

県 1市が同意

徳山ダム訴訟、控訴審も住

馴 嚇

中
日
新
聞
　
０６

‐１

‐２

徳
山
ダ
ム
集
落
道

建
設
中
止
に
抗
議

揖
斐
川
で
元
村
民
ら

徳
山
ダ
ム
で
沈
む
旧
徳
山

村
の
公
共
財
の
補
償
基
準
を

示
し
た

「
公
共
補
償
協
定
」

の
変
更
を
め
ぐ
り
、　
一
部
集

落
に
つ
な
が
る
付
け
替
え
道

路
が
建
設
さ
れ
な
く
な

っ
た

問
題
で
、
元
村
民
ら
約
二
十

人
は
十

一
日
、
揖
斐
川
町
開

田
で
抗
議
活
動
を
行

っ
た
。

メ
ン
バ
ー
の
代
表
者
、
広

瀬
博
さ
ん
Ｃ
し
は

「
法
廷
に

訴
状
を
持
ち
込
む
」
と
宣
言

し
、
建
設
主
体
の
水
資
源
機

構
や
町
を
相
手
取
り
提
訴
も

辞
さ
な
い
考
え
を
示
し
た
。

公
共
補
償
協
定
の

一
部
変

更
は
五
年
前
に
実
施
さ
れ
、

門
入
や
戸
入
地
区
な
ど
に
向

か
う
道
路
建
設
が
見
直
さ
れ

た
。
変
更
に
対
し
て
村
民
の

反
発
は
根
強
く
、
広
瀬
さ
ん

は

「協
定
変
更
の
無
効
を
求

め
る
」
と
し
て
い
る
。

宣
言
に
先
立
ち
、
声
明
文

の
朗
読
も
あ
り
、
広
瀬
さ
ん

は

一
水
資
源
機
構
は

（変
更

前
の
）
公
共
補
償
協
定
を
守

り
、
付
け
替
え
道
路
建
設
に

取
り
か
か
れ
」
な
ど
と
ア
ピ

ー
ル
。
別
の
元
村
民
は
、
文

殊
団
地
（本
巣
市
）
の
地
盤
沈

下
の
窮
状
を
訴
え
て
い
た
。

隣
瞬
　
隣
　
隣
　
　
叫
町
　
叫
　
降

朝
日
新
聞
　
０６

０９

２５

一　

国
交
省
関
連
の
ダ
ム
計
画

は
現
在
１
８
０
。
小

泉
政
権

下
で
公
共
事
業
予
算
が
３
割

減
ら
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

９５
年
の
４
０
５
か
ら
半
減
し

た
。
徳
山
ほ
ど
の
巨
大
ダ
ム

は
も
う
な
い
が
、
総
貯
水
容

量
が
１
億

ント
を
超
す
計
画
は

な
お
六
つ
あ
る
。
１
億
７
５

．
０
万
ト
ン
の
八
ツ
場
ダ
ム

（
群

馬
県
）
、
１
億
３
３
０
０
万

ン
ト
の
川
辺
川
ダ
ム

（
熊
本

県
）
な
ど
だ
。

の
本
体
着
工
を
目
指
す
。
川

辺
川
ダ
ム
は
関
連
す
る
農
業

利
水
の
訴
訟
で
晨
水
省
が
敗

訴
し
た
が
、
国
交
省
は
推
進

の
立
場
を
変
え
な
い
。

国
交
省
も

一
時
は
柔
軟
姿

勢
を
み
せ
、
環
境
重
視
や
住

民
参
加
の
計
画
づ
く
り
を
う

た
っ
て
９７
年
に
河
川
法
を
改

正
し
た
。
だ
が
最
近
は
再
び

強
硬
姿
勢
が
日
立
つ
。
近
畿

の
淀
川
水
系
の
計
画
づ
く
り

で
は
、審
議
会
か
ら
「原
則
ダ

ム
建
設
中
止
」
の
意
見
書
を

受
け
取
っ
た
の
に
、
昨
年
、
５

ダ
ム
の
う
ち
３
ダ
ム
の
続
行

動
詞
¨
絲
纂
け
一
哺
輔
時
素

画
が
く
す
ぶ
る
四
国
の
吉
野

川
水
系
で
は
国
交
省
が
任
命

す
る
方
式
に
逆
戻
り
し
た
。

水
源
開
発
問
題
全
国
連
絡

会
の
共
同
代
表
、
嶋
津
暉
之

さ
ん
は

「政
界
や
業
界
の
圧

力
も
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

徳
山
の
よ
う
に
無
駄
な
事
業

が
進
め
ら
れ
て
し
ま
う
」
と

批
判
す
る
。

岐阜新聞 0612_05

河
川
行
政
、住
民
参
加
を

″名
残
雪
″

徳
山
ダ
ム
に
沈
み
始
め
た

岐
阜
県
旧
徳
山
村

（
現
揖
斐

川
町
）
は
、
三
日
か
ら
今
冬

初
の
本
格
的
な
雪
模
様
と
な

り
、
四
日
正
午
、
積
雪
は
約

一
〇
考
に
達
し
た
。
高
台
に

あ
る
村
の
シ
ン
ボ
ル
だ

っ
た

旧
徳
山
小
学
校
や
里
山
は
、

う

っ
す
ら
と
雪
化
粧
。
　
″
最

後
の
冬
″
の
訪
れ
を
告
げ
て

い
る
。

建
設
主
体
の
水
資
源
機
構

徳
山
ダ

ム
建

設
所

に
よ
る

と
、
四
日
現
在
の
水
位
は
標

高
約
二
〇
六
房
。
村
中
心
部

だ

っ
た
本
郷
集
落
で
は
、
鉄

筋
三
階
建
て
の
小
学
校
だ
け

が
水
面
か
ら
顔
を
出
し
て
い

る
。貯

水
ペ
ー
ス
は
今
秋
の
少

雨
で
遅
れ
て
い
る
上
、
暖
冬

予
報
で
雪
解
け
水
も
不
安
視

さ
れ
て
い
る
。
ま
と
ま

っ
た

雪
に
関
係
者
は

「
例
年
通
り

の
天
候
に
戻
っ
て
く
れ
れ
ば

ヘ

《メ モ≫ 近藤ゆり子さん (57)
大垣市田町。1995(平成 7)年にせ夫正尚さんらととも
|こ「徳山ダム建設中止を求める会」を結成。事務局長と

し

て、事業差し止めなどの徳山ダム反対訴訟を起こし、法廷

論争を展開中。県内だけでなく全国各地のダム問題現場を

署 lす日得巌7リフ票213喜 醤EはE懲じ穆男酷種讐罰じ

ヘ
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